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１．はじめに
ハンドボール競技の攻撃は、ボールの獲得から速攻
（ｆａｓｔＢｒｅａｋ）と遅攻（ＳｅｔＯｆｆｅｎｓｅ）にわけられ、
その局面は、個人プレーはもとより、チームワーク・チー
ムプレーを基礎とし、定められた競技時間内で相手チ
ームより１点でも多く得点をあげたチームが勝者となる。
このことから、与えられた攻撃回数の中でより効果的
にシュートを放ちやすい状況をつくり、確率良く得点を
積み上げることを目的として攻撃を行わなければなら
ない。その得点は、競技規則に伴いフィールドシュート、
７ｍスローの成功によりあげられることから、ハンドボー
ル競技はより多くのシュート機会を持つ技術と戦術が
行わなければならない。
その技術と戦術の中で、たびたび繰り返される急速
なスタートダッシュやストップ、行為的なスピード変化や
攻撃の意図とは逆の動きをするフェイントプレーが行わ
れ、また、防御側との身体接触が頻繁に起こることか
らゲームにおいてお互いのコンビネーションが合わない
ことで、ボールの所有を失い、大事な局面においては
ミスプレーをしたチームが敗者となることが考えられる。
そこで本研究では、攻撃中におこるシュートミス、ボー
ル操作ミス、規則違反のミスプレーをとりあげ、第７回
女子世界学生選手権大会での予選グループ３位の
日本（以下ＪＰＮ）と予選グループ１位のハンガリー（以
下ＨＵＮ）におけるミスプレーをとりあげ、試合の勝敗に
及ぼす影響について比較検討することを目的とした。
２． 研究方法
第７回女子世界学生選手権イタリア大会（２００８年
７月５日～１３日）における予選Ｃグループの５試合を
ビデオテープに録画し分析の対象とした。データーの
記録は、ビデオ撮影した試合を後日繰り返し再生しス
コアー用紙及び分析用紙に記入した。
分析項目においては、攻撃全体の評価として攻撃
回数、得点数、攻撃成功率、シュート数、シュート成功
率、ミス数、ミス率、シュートミス数、シュートミス率をとり
あげ、全体のミスプレーをボール操作ミスプレー、規則
違反ミスプレーごとにとりだし、ＪＰＮとＨＵＮにおける攻
撃の全体像およびミスプレーのごとの失点率を調査し
た。
予選Ｃグループ５試合の結果は次の通りである。
① ＪＰＮ２５対３８ＨＵＮ
② ＪＰＮ２９対２９ＢＲＡ
③ ＪＰＮ２８対２８ＢＬＲ
④ ＢＲＡ２８対３９ＨＵＮ
⑤ ＢＬＲ２５対３６ＨＵＮ
予選Ｃグループ順位
① ＨＵＮ②ＢＲＡ③ＪＰＮ④ＢＬＲ
ハンドボール競技の試合の流れおよび攻撃の局面
においては、図１に示した。
①　第一局面：速攻
②　第二局面：遅攻におけるポジションの配置・パス
まわしの局面
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③　第三局面：遅攻におけるパスまわしからシュート
直前までの局面
④　第四局面：遅攻におけるシュート直前までのパス
まわしからシュート局面
３． 結果および考察
１） １チーム１試合における攻撃評価
１チーム１試合における攻撃評価の分析を表１に示
した。全体の攻撃回数は６５．５回でＪＰＮ６４．７回、ＨＵ
Ｎ６７．３回であった。全体の得点は３０．５点でＪＰＮ２７．
３点、ＨＵＮ３７．７点であった。ＨＵＮとＪＰＮの間で１試
合あたり１０．４点の差があり、ＨＵＮと全体の間でＨＵＮ
が７．２点、全体とＪＰＮで３．２点の差がみられた。全体
の攻撃成功率は４６．６％、ＪＰＮ４２．３％、ＨＵＮ５５．９％
であった。ＨＵＮとＪＰＮの間で１試合あたりＨＵＮが１
３．６％高く、ＨＵＮと全体で９．３％、全体とＪＰＮで４．３％
全体が高かった。全体のシュート数は４８．４本、ＪＰＮ４
５．７本、ＨＵＮ５５．３本であった。ＨＵＮは全体よりも１試
合あたり６．９本、ＪＰＮよりも９．６本高かった。全体のシ
ュート成功率は６３．０％、ＪＰＮ５９．９％、ＨＵＮ６８．１％で
あった。ＨＵＮは全体よりも１試合あたり５．１％、ＪＰＮよ
りも８．２％高かった。全体のミス数は１７．１回、ＪＰＮ１９．
０回、ＨＵＮ１２．０回であった。ＨＵＮは１試合あたり全
体より５．１回、ＪＰＮより７．０回少なかった。全体のミス率
は２６．１％、ＪＰＮ２９．４％、ＨＵＮ１７．８％であった。ＨＵ
Ｎは１試合あたり全体より８．３％、ＪＰＮより１１．６％低か
った。全体のシュートミス数は１７．９本、ＪＰＮ１８．３本、
ＨＵＮ１７．７本であった。全体のシュートミス率は３７．
０％、ＪＰＮ４０．１％、ＨＵＮ３１．９％であった。ＨＵＮは全
体より５．１％、ＪＰＮより８．２％低かった。
これらの結果より、予選Ｃグループ１位通過のＨＵＮ
は４０点近い得点力とミス率が１７．８％と少ないことか
らチームとして意図的な攻撃を行い、個人技術をもち
あわせていることが考えられた。今後の課題として、得
点は３０点以上の得点能力を備え、高い確率でシュー
トまで達する攻撃戦術力に７割近いシュート力を必要
とし、水上らの報告にあるように、１試合におけるミスは
２０％以下にすることが目標であることが示された。
２） シュートごとミスについて
シュートごとミスの失点率を図２に示した。
サイド・ポスト・カットインシュートが放たれるゴールエ
リアライン付近からのシュートでみると、全体の割合４６．
８％で失点率４９．３％、ＪＰＮの割合４１．８％で失点率５
２．２％、ＨＵＮの割合５４．８％で失点率４４．８％であった。
フリースロー付近で放たれるロング・ミドル・ステップシ
ュートでみると、全体の割合５１．９％で失点率４４．１％、
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図１. ハンドボール競技の試合の流れおよび局面
ＪＰＮの割合５２．７％で失点率４８．３％、ＨＵＮの割合３
７．７％で失点率３０．０％であった。
この結果より全体およびＪＰＮは、フリースロー付近
からのシュートを中心にコート全体に幅広い攻撃展開
を行い、ＨＵＮは、フリースローライン付近における個人
技術、グループ戦術により対戦国の高い防御システム
を崩し、攻撃の流れによりゴールエリアライン付近から
放つ確率の高いポスト・サイド・カットインシュートまでの
攻撃展開が多く行われたと思われる。
シュートミス失点率の結果より、シュート確率の高い
ゴールエリアライン付近からのシュートミスは、早い攻
撃への移行から攻撃に勢いをつけ、約５割の確率で
得点につながる可能性があることが示唆された。
３）１試合におけるボール保持・規則違反ミス比較
１試合におけるボール保持・規則違反ミスの比較を
表２に示した。全体のミス数（失点数）は１７．１回（８．５
点）で失点率が４９．７％、ＪＰＮ１９．０回（８．０点）で失点
率が４２．１％、ＨＵＮ１２．０回（５．７点）で失点率が４７．
５％あった。前後半別のミス数では、前半の全体８．１
回（３．６点）で４４．４％、ＪＰＮ１０．０回（４．３点）で失点率
が４３．０％、ＨＵＮ４．７回（１．７点）で失点率が３６．２％で、
後半の全体９．０回（４．９点）で失点率が５４．４％、ＪＰＮ
９．０回（３．７点）で失点率が４１．１％、ＨＵＮ７．３回（４．０
点）で失点率が５４．８％であった。
この結果より１試合あたりのミスからの失点は、シュ
ートミス同様に約５割の確率で得点につながることが
示唆された。また、ＨＵＮのミス数は全体より５．１回、ＪＰ
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表１. １試合あたりの攻撃評価
図２. シュートミスにおける失点率
Ｎより７．０回少ないことからシュートまで達する戦術に
個人技術をもちあわせているが、ミスによる失点率が５
割り近いことから攻撃から防御への帰陣が遅れたこ
とで、相手攻撃側に数的優位な状況で得点されてい
ることが考えられる。前後半の失点率では１８．６％の
差があることから対戦国に対し、前半の攻撃戦術を重
視したゲームプランを行っていることが推察される。Ｊ
ＰＮは、ミス数は多いがミス後の素早い帰陣からシス
テム防御により失点を防ぎ、失点率がＨＵＮよりも低い
ことから国内外の試合において、ミス数をいかに減ら
すかが今後の課題であると推察される。
ボール保持ミスでは、全体１１．４回（５．７点）で失点
率５０．０％、ＪＰＮ１１．７回（５．０点）で失点率４２．７％、Ｈ
ＵＮ７．３回（３．３点）で失点率４５．２％であった。規則違
反ミスでは、全体５．７回（２．８点）で失点率４９．１％、ＪＰ
Ｎ７．３回（３．０点）で失点率４１．１％、ＨＵＮ４．７回（２．３
点）で失点率４８．９％であった。
この結果よりパスミス、キャッチミスのボール保持ミス
が規則違反ミスよりも１７．７回も高いことから攻撃での
ボール保持ミスに要点として捉る必要性が考えられ
た。
４） 局面ごとミスプレーの割合
局面ごとミスプレーの割合を図３に示した。
全体のミスプレーでは、局面３の割合５３．２％、局面１の
割合１８．１％、局面２の割合１７．０％、局面４の割合１１．
７％の順にミスプレーが多く、ＪＰＮのミスプレーでは、局
面３の割合４８．２％、局面４の割合２３．２％、局面１の割
合１７．９％、局面２の割合１０．７％の順にミスプレーが多
く、ＨＵＮのミスプレーでは、局面３の割合４７．１％、局
面１の割合２６．５％、局面２の割合１４．７％、局面４の割
合１１．７％の順にミスプレーが多かった。速攻（局面１）
と遅攻（局面２～４）のミスプレーでは、ＨＵＮの速攻２
６．５％、全体１８．１％、ＪＰＮ１７．９％の順に多く、遅攻で
は、ＪＰＮ８２．１％、全体８１．９％、ＨＵＮ７３．５％の順に多
かった。
このことから局面別でみると局面３でのミスプレーが
多く、遅攻におけるポジショニングからボール回しの中
で相手防御を崩しにかかる局面で、大西は集団を形
成する個人の競技力を連携して一つの方向へ集結
すると戦術と述べ、防御側との距離が近く、攻撃優位
な状況をつくるためのスピード変化や攻撃の意図とは
逆の動きをするフェイントプレーなどの複雑な動作によ
る連携ミスであることが考えられる。また、日々のトレー
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表２. １試合におけるボール喪失ミス比較
ニングでは、局面３の集団およびグループ戦術のミスプ
レーを減らすことが課題であることが示された。
５） 局面ごとミスプレー別の割合
局面ごとミスプレー別の割合を図４に示した。
ボール保持ミスの全体では、局面３の割合５７．９％、局
面１の割合２１．９％、局面２の割合１９．３％、局面４の割
合０．９％の順に多く、ＪＰＮでは、局面３の割合６１．８％、
局面１の割合２３．５％、局面２の割合１１．８％、局面４の
割合２．９％の順に多く、ＨＵＮでは、局面３の割合５０．
０％、局面１の割合２７．３％、局面２の割合２２．７％の順
に多かった。規則違反ミスの全体では、局面３の割合
４３．９％、局面４の割合３３．３％、局面２の割合１２．３％、
局面１の割合１０．５％の順に多く、ＪＰＮでは、局面４の
割合５４．５％、局面３の割合２７．３％、局面２・局面１の
割合９．１％の順に多く、ＨＵＮでは、局面３の割合４１．
７％、局面４の割合３３．３％、局面１の割合２５．０％の順
に多かった。
この結果より局面３および局面２のボール保持ミス
が７割以上で攻撃側のシュート直前に至る局面であ
ることから、ディフェンスを崩すためのチーム戦術、コン
ビネーションに対し防御側の妨げによるプレッシャーな
どでミスプレーが多いこと、また、ＪＰＮは手足の長い外
国人に対し、国内でのゲーム感覚でボールを扱いミス
プレーが多いことが考えられる。国内ゲームにおいて
も同じ状況がおこりうることから常日頃からのボールハ
ンドリングの技術向上および意識の必要性が明らか
になった。規則違反ミスでは、局面３および局面４で７
割を超え、数的優位な状況をつくる動作の際に歩数
違反のオーバーステップや防御側にぶつかる、妨害の
行為違反のチャージング、また、攻撃側のゴールエリア
侵入違反のラインクロスが多かった。ハンドボール競
技における動きの要素である、前後左右に動きながら
のパスキャッチ、空中でのパスキャッチ、突破の際に防
御側と頻繁に起こる身体接触によりミスプレーが多く
なる傾向と考えられた。ハンドボール競技は、精密か
つ正確なプレーが重視されることから、一つ一つの果
たす役割効果はゲーム結果の表れであると推察され
た。
４．まとめ
本研究では、平成２０年度第７回女子世界学生選
手権大会の予選Ｃグループの記録から攻撃中のミス
プレーをとりあげ、ＪＰＮとＨＵＮにおけるミスプレーが試
合の勝敗に及ぼす影響について比較検討することを
目的とした。
記録を基に検討した結果は以下の通りであった。
① １試合において得点は３０点以上の得点能力に
ミスプレー率を２０％以下に抑える攻撃戦術の必要
47東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第４４号　２００９
図３. ミス局面ごと割合比較
性が明らかになった。
② ゴールエリア付近からのシュートミスによる失点率
が高いことから、シュート技術の向上と帰陣の際の
防御戦術の必要性が明らかになった。
③ ボール保持によるミスプレーが全体の６割を超え、
局面別ではディフェンスを崩す局面２・３で７割を超
えることから、ボールを扱った戦術トレーニングの重
要性が明らかになった。
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図４. ミスにおける種類ごとの比較割合
